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調査対象は、九州中央病院の 2011 年 3 月 2 日の NST 回診に参加した、薬剤師以



















男性 1名、女性 4名、職種は医師 1名、看護師 1名、管理栄養士 3名であった。 
（1）5 段階評価 
























職種 医師 看護師 管理栄養士 
 現在 今後 現在 今後 現在 今後 
1) 栄養製剤の選択・適正使用法の指導 5 5 3 4 5 5 
成分栄養剤 5 5 3 3 4.7 4.7 
消化態栄養剤 5 5 3 3 4.7 4.7 
半消化態栄養剤 5 5 3 3 4.7 4.7 
濃厚流動食 5 5 3 3 4.7 4.7 
中心静脈栄養製剤 5 5 5 5 5 5 
末梢静脈栄養剤 5 5 5 5 5 5 
脂肪乳剤 5 5 5 5 5 5 
総合ビタミン剤 5 5 5 5 5 5 
微量元素製剤 5 5 5 5 5 5 
2) 経静脈栄養剤の側管投与法の指摘 3 4 5 5 5 5 
3) 経静脈栄養剤と薬剤の配合変化の指摘 4 5 5 5 5 5 
4) 経静脈栄養の詳細なプランニング 5 5 5 5 5 5 
5) 経静脈輸液ルート管理による感染防止 3 3 4 5 5 5 
6) 経腸栄養剤の衛生管理・適正調剤法の指導 4 4 3 3 5 5 
7) 経腸栄養剤と薬剤の配合変化の指摘 3 5 4 5 5 5 
8) 栄養療法に関する合併症の予防・発症時の対応 5 5 4 5 5 5 
9) 栄養障害の抽出・早期対応 5 5 4 4 4.7 4.7 
10) 栄養療法に関する問題点・リスクの抽出 5 5 4 4 4.7 5 
11) 栄養薬剤についての患者・家族への説明・指導 3 3 4 4 5 5 
12) 在宅・院外施設での栄養管理法の指導 3 3 4 5 4.3 4.3 
13) 在院日数の短縮と入院費の節減 3 3 4 4 4 4.7 
14) 病院スタッフのレベルアップ 5 5 5  5 5 5 
15) 栄養素材・資材の適正使用による経費削減 3 4 4 4 4.3 5 
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１ 医師   ２ 看護師   ３ 管理栄養士   ４ その他（     ） 
 
（２）次の 1) から 16) の項目につきまして、NSTチームに薬剤師が参加することで、現在どの
程度活躍していると思われるか、また今後どの程度薬剤師の役割として重要と考えておられ
るかを＜  ＞の中に 5段階で評価をつけて下さい。 
＜１全く思わない ２あまり思わない ３どちらともいえない ４やや思う ５思う＞ 
また、項目の下の（   ）には、各々の項目に対して、今後具体的に実施して欲しいと思わ
れていることや、現状で問題と思われていること等ありましたら御記入下さい。 
 
                           現在      今後 
1) 栄養製剤の選択・適正使用法の指導          ＜    ＞   ＜   ＞ 
成分栄養剤             ＜   ＞   ＜   ＞ 
消化態栄養剤         ＜   ＞   ＜   ＞ 
半消化態栄養剤        ＜   ＞   ＜   ＞ 
濃厚流動食             ＜   ＞   ＜   ＞ 
中心静脈栄養製剤       ＜   ＞   ＜   ＞ 
末梢静脈栄養製剤       ＜   ＞   ＜   ＞ 
脂肪乳剤           ＜   ＞   ＜   ＞ 
総合ビタミン剤        ＜   ＞   ＜   ＞ 
微量元素製剤          ＜   ＞   ＜   ＞ 
（                                    ） 
2) 経静脈栄養剤の側管投与法の指摘         ＜   ＞   ＜   ＞ 
  （                                    ） 
3) 経静脈栄養剤と薬剤の配合変化の指摘       ＜   ＞   ＜   ＞ 
  （                                    ） 
4) 経静脈栄養の詳細なプランニング         ＜   ＞   ＜   ＞ 
 －57－ 
 
  （                                    ） 
5) 経静脈輸液ルート管理による感染防止       ＜   ＞   ＜   ＞ 
  （                                    ） 
6) 経腸栄養剤の衛生管理・適正調剤法の指導     ＜   ＞   ＜   ＞ 
  （                                    ） 
7) 経腸栄養剤と薬剤の配合変化の指摘        ＜   ＞   ＜   ＞ 
  （                                    ） 
8) 栄養療法に関する合併症の予防・発症時の対応   ＜   ＞   ＜   ＞ 
（                                    ） 
9) 栄養障害例の抽出・早期対応           ＜   ＞   ＜   ＞ 
  （                                    ） 
10)   栄養療法に関する問題点・リスクの抽出     ＜   ＞   ＜   ＞       
  （                                    ） 
11)  栄養薬剤についての患者・家族への説明・指導  ＜   ＞   ＜   ＞  
  （                                    ） 
12)  在宅・院外施設での栄養管理法の指導      ＜   ＞   ＜   ＞  
  （                                    ） 
13)  在院日数の短縮と入院費の節減         ＜   ＞   ＜   ＞  
  （                                    ） 
14)  病院スタッフのレベルアップ          ＜   ＞   ＜   ＞  
  （                                    ） 
15)  栄養素材・資材の適正使用による経費削減    ＜   ＞   ＜   ＞  
  （                                    ） 
16)  簡易懸濁法に関する問い合わせ         ＜   ＞   ＜   ＞  
  （                                    ） 
 
（３）薬剤師が NSTに参加することによるメリットをお教え下さい。 
（                                     ） 
（４）今後NSTで薬剤師に行ってもらいたい業務があればお教え下さい。 
（                                     ） 
お忙しい中アンケートにお答え頂き、ありがとうございました。 
 
